
・地域への同時期入居による高齢者世帯の一斉増加

・隣近所の支え合いや助け合いの希薄化

・地域の中での温度差

　(高齢者の多い町内会↔若い世代の多い町内会)

・町内会の会員数減少→町内会費収入の減少→ 個々の負担

増→未加入世帯数増という悪循環

・市民委員会・町内会等の役員不足(全市的な課題でもある)

・農村地域の跡継ぎ不足による空洞化と，それに伴う地域の

存続危機

・コロナ禍による地域活動(市民委員会・町内会等)の制限

 → コロナ禍に適応した活動の取り組み方

・アパートや団地が比較的多い地域であることに伴う公的

サービスの制限(除雪 ，買い物等)

・地域福祉の強化

・地域の課題と今できることの整理

　(地域単位，神楽連協単位，市連協単位など課題ごとの区分け)

・独居老人等への積極的な声かけ

・外に出てこない高齢者を外に出すための工夫

・文教地区であることを活かした周囲の学校との連携

・世代間交流の拡大

・町内会加入促進に向けた取組

・防犯対策(街灯ほか)などへの補助率の見直し

※優先課題の検討及び課題解決のために取り組む内容について，意見交換を行う。

→取り組み可能な内容があれば，次年度の「緑が丘まちづくり推進プログラム」に

掲載し，補助金等を活用した事業実施に向けて計画する。

■ 福祉，子育て，健康づくり，地域の支え合いの強化

■ 教育，文化，スポーツ振興

■ 地産地消，商店街の振興，魅力発信，賑わいづくり

■ 基本的な生活環境の確保，環境保全，事故・犯罪の防止，防災

■ 郷土愛や誇りの醸成・コミュニティ活性化（世代間交流）

緑が丘まちづくり

推進プログラムの分野

地域の課題（身近な困り事など）について

（第２回緑が丘まちづくり推進協議会での意見交換まとめ）

緑が丘地域の課題

（身近な困り事など）

市への要望

地域課題解決のために

協議会として

これから取り組んでいくこと

資料６


